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第 2328 回例会 9 月 8 日（木） 

於・オンライン PM 0：30～ 

ガバナー公式訪問 

大野治夫 RI 第２８２０地区ガバナー 

○ （点鍾 国歌斉唱 ロータリーソング 

 四つのテストは省略） 

○ 委員会報告              

○ 幹事報告               土子幹事 

○ 会長の時間             田山会長 

〇 卓話            大野治夫ガバナー 

2022-23 年度の 

国際ロータリーとロータリー財団の年次目標 

私たちは世界で、地域社会

で、そして自分自身の中で

持続可能な良い変化を生

むために、人々が手を取り

合って行動する世界を目

指しています。 

優先事項 1 – より大きな

インパクトをもたらす 

1. ポリオ根絶とロータ

リーの役割に焦点を

あてる 

2. 年次基金寄付とポリ

オプラス基金寄付を増進し、恒久基金を 2025 年

までに 20 億 2,500 万ドル達成する。 

3.新しいパートナーシップを構築し、特に 7 重点分野 

におけるクラブ、地区、国際プロ グラム、プロジェ

クトを紹介する。 

優先事項 2 – 参加者の基盤を広げる 

4.影響力を持つ人、目標を追求する人、そして行動人と 

 いうのロータリーの世界的な注目度を高める。 

5.新しい、そして革新的なクラブを生み出し育成し、参 

加者の積極的なかかわりを促す。 

優先事項 3 – 参加者の積極的なかかわ.りを促す 

6.会員の成長、リーダーシップ開発、奉仕、およびネッ 

トワーキングの機会を通してロータリーの中核的価 

値観を実現するための会員の参画手段を強化する。 

7.ロータリークラブ、ローターアクトクラブ、インター 

アクトクラブを中心に、参加者全員の連携を強化す 

る。 

優先事項 4 – 適応力を高める 

8.直接対面式による会合、研修、資金調達、および奉仕 

プロジェクトをバーチャルによるつながりを利用し

て最適化することを支援し奨励する。 

9.ロータリーファミリーにおいて、あらゆるレベルのリ 

ーダーシップの多様性、公平さ、インクルージョン 

への取り組みを推進する。 

10.私たちの奉仕の提供とボランティア・リーダーシッ 

プ体制を見直し、有効性、信頼性、説明責任を改善す 

 る。 

 

2022-23 年度 地区スローガン・地区目標 

【地区スローガン】 

 enjoy life ～人生を楽しむ～ 

【地区目標】 

 一人一人が想像力を持って奉仕する 

【具体的行動目標】 

1.クラブサポートと地区運営強化 

・会員増強・維持(地区会員 2000 名の回復・クラブ  

純増 2 名・女性会員の拡大)、新クラブ設立 

・地区目標、行動計画の更新 

・リモートシステムによる会議開催 

2.質の高い奉仕活動の推進 

・クラブセントラルを活用しロータリー賞達成を支 

  援 

・ロータリーを学び互いに成長する機会の提供 

・持続可能な開発目標(SDGs)に貢献する奉仕活動の 

推進 

・友好地区との協働による人材発掘の推進 

・青少年への支援を推進(IAC・RAC・RYLA・EX) 
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3.公共イメージの向上 

・地区ホームページ・茨城新聞ロータリー情報館・ 

SNS・他メディアへの発信 

・第 2820 地区ロータリーカーによる全地域クラブ 

訪問 

・奉仕活動の学術的発信(国連・学会・新聞・雑誌) 

4.ロータリー財団の活用と支援 

・地区補助金を活用した地域社会への貢献 

・グローバル補助金を活用した国際社会への貢献 

・奨学生の支援 

・ポリオ根絶、コロナ終息活動の推進 

・公平性の高い財団寄付の推進（年次寄付 150 ドル・ 

ポリオ 30 ドルの達成） 

・ベネファクター 各クラブ 1 名、PHF・PHS  

地区 70 名、MD・AKS の推進 

・ロータリーカードの推進 

5.米山記念奨学会の支援 

・米山記念奨学会委託事業を通じた第 2820 地区内 

で学ぶ留学生の支援 

・米山寄付の推進、一人 25,000 円以上 

(普通寄付 5,000 円＋特別寄付 20,000 円) 

6.環境保全の推進 

・地球環境問題の理解を深める機会の提供 

・クラブ環境保全活動を支援 

7.国際大会に参加しよう 

2023 年 5 月 27 日～31 日にオーストラリア・メ 

ルボルンで開催されます。 

カンガルー、コアラが待っているぞ!! 

 

卓話の跡地区協議会に入り現況報告書に沿ってガバナ

ーの指導をいただきました。 

 

 
 

第2329回例会 9月15日（木） 
    於・オンライン PM ０：30～ 

○ （点鍾 国歌斉唱 ロータリーソング 

 四つのテストは省略） 

○ 幹事報告               土子幹事 

○ 会長の時間             田山会長 

 先日飛田５０周年記念事業実行委員長と海老沢会員

と大洗町教育委員会へ行ってきました。その事につい

て飛田委員長から報告があります。 

飛田委員長 メインの事業は大洗町磯濱古墳の案内板

の寄贈です。担当の蓼沼さんは町長の承認を得たうえ

で大洗駅前の目立つところとか数か所場所を考えたい

と言ってました。年内または 1 月には完了予定します。

近い内委員長さんによる打ち合わせ会議を行います。 

○ 卓話  田山会長 

傘寿（さんじゅ）迎えて 

思うこと 

今日の卓話は１８日の茨城海

岸美化プロジェクトの延期の

為に１５日を通常例会に戻し

たために、会長責任で卓話を

やることになりました。１０

日にロータリークラブ名誉会 

 

員の重実光さんがお亡くなりになりました９８歳の長

寿でしたご冥福お祈りいたします。私の中学の恩師で

もあり６５年まえのことです。健康で長く生きぬく為

には何か努力が必要なのかなと考えた事を話してみた

いと思います、今日９月１５日は老人の日として制定

され今は第 3 月曜が敬老の日となっています。私も数

え年の８０歳を傘寿（さんじゅ）迎えました。お祝いの

時の節目の呼称だそうです、又は八十寿ともいいます、

又長寿祝いの色は金茶（ゴールド）です。高齢長寿の祝

いは６０歳の還暦祝いに始まり７０歳の古希、７７歳

の喜寿、８０歳の傘寿の祝いのあとに８８歳米寿、９０

歳は卒寿、９９歳は白寿、１００歳の百寿とつづきます

が、 ９０歳の卒寿くらいまでは頑張りたいと思う。自

分の過去を振り返ると、両親は長生きしてくれました、 

長男だったので親のあとを継ぎ大工職人になり天職と

思い頑張ってきたから、昭和、平成、令和と良い時代を

大勢の良き仲間と沢山の出会いとがあり今の自分がい

るのだと思い感謝しています。 特にロータリーの皆

様にはこれからも末長くお付き合い願いたいとおもっ

ています、その為には自分が８０歳の壁を超えて幸せ

な１０年、２０年、と長寿で、生てる限り生き抜きたい

とおもいます。  幸せとは 自分がどう考え行動す

るかによって決まってくるものです。 

人には生理的な三大欲求があるといわれています、動

物たちも同じです。睡眠欲・食欲・性欲です。生涯つい

てまわる欲だそうですが若い時は仕事を含めてだれも

が頑張り欲を追い求めた事と思います。老いを受け入

れて生きる、できることを大事にする、ムリをしない、

明日死んでも後悔しない人生の時間の過ごし方、それ

は、我慢や無理をやめるということだそうです。  

還暦をすぎたなら誰もが元気に過ごすために気お付け

ることです。 

本当は食べたいのに、健康に悪いからと我慢してし

まう、食事は我慢しない 

食べたいものはたべるダイエットはしない方が良い

みたい。 

動くのがつらいのに、健康のためと無理して運動を

する、身体の体調を考えて 

行動する。高齢者は歩くのが一番お勧めの運動です。 

好きなタバコやお酒を 

健康に悪いからと、控えてしまう、 タバコもお酒

もほどほどにのめばよい、 

我慢してイライラする事は余計に体調に悪い事です。  

やりたいことがあの 

に、もう年だからと我慢してしまう。 興味有るこ

とは我慢しない、いくつに 

なっても刺激を求めていい、脳を刺激すると脳が若

返るといわれています。 

              次回に続く  

前  回 の 例 会 報 告 

 

四つのテスト 1.真実かどうか 2.みんなに公平か 3.好意と友情を深めるか 4.みんなのためになるかどうか

会報委員会    飛田 幸男  土子 吉久    

 

次 回 例 会 

第 2331 回例会 10 月 20 日(木) 

または１０月２７日（木） 

10/6 理事会で決めます 

 

10/6 


